








〔目的〕 

最近,川崎病における冠動脈瘤の発生防止を目的として免疫グロブリン療法の有用性が指

摘されているが,その投与対象,投与方法については十分に検討されていない。本研究では,

免疫グロブリン療法との関連で,川崎病病初期の臨床検査成績にもとづき本症の重症度評

価を試みた。 


